
 

- 1 - 

NPO・行政協働事業助成事業 実績報告 
 

団体名  コムサロン21 代表者名 前川 裕司 

事業名 姫路二階町商店街活性化事業～二階町商店街振興組合を応援プロジェクト～ 

協働の相手方 中播磨県民局商工労政課 二階町商店街振興組合 

 

事業実施実績 

年 月 日 活 動 内 容 

H25 年 7 月～

H26年 3月 

各月 1回開催 

二階町商店街連絡会議を実施 

参 加 者：商店街役員、中播磨県民局職員、姫路市役所職員 

実 施 日：7/24  8/28  9/25  10/16  11/28 12/19 1/23 2/27 

協議内容：買い物サポート、伝言掲示板、空き店舗の利用について 

＊二階町商店街振興組合の会議を、関係者が集まった連絡会議に位置付ける 

H25年 9月初旬

～ 

買い物サポート、伝言掲示板のチラシ作成 

買い物サポートのサポーター（にかいまちショッピングおたすけ隊）の選定を

始める 

H25年 10月 

買い物サポートの試験実施（11日１２日）、買い物サポーター（にかいまちシ

ョッピングおたすけ隊）の教育セミナー実施（29日） 

買い物サポート、伝言掲示板のチラシを配布 

H25年 11月～ 買い物サポートの実施、伝言掲示板の運用開始。 

H26年 1月 買い物サポートの利用者が少ないため、取り組み方について協議を行う 

H26年 2月 空き店舗のかつようについて実施することが決定する 

H26年 3月 空き店舗を活用して、播州弁川柳ギャラリーを実施する 
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効果と成果 

これまで二階町商店街振興組合は「お年寄りに優しい商店街」をテーマに雰囲気づくりに励

んでこられていたが、NPOと行政が加わることで展開にスピード感が現れた。第三者（ＮＰＯや

行政）が具体的に介入することで、「自分たちで何とかしなければならない」という機運も高

まり、26年度からは商店街振興組合と地元自治会が協力して商店街のPRを行う組織（官兵衛が

出世した街Ｖロード）を立ち上げＰＲ活動を行っている。また、買い物サポートは大変好評だ

った。足の悪い方、不自由な方のお役に立てた。このような社会的ニーズは高齢化社会に伴い

今後も増えていくと予想できる。未就労の若者は荷物持ちを、ご年配の方は買い物を、それぞ

れお互いできる事を持ち寄ることで、「お年寄りに優しい商店街」が実現でき、結果的に商店

街の活性化に繋がっていくのではないかと考えられる。 
 
 
収支決算書 
 
（収 入） 

項  目 金額（円） 

ＮＰＯ・行政協働事業助成金 1,000,000 

自己資金    0 

合  計 1,000,000 

 
（支 出） 

区分 項  目  金額（円） 左のうち助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 
人件費   480,740   480,740 

賃借料   118,220   118,220 

消耗品費   255,338   255,338 

旅費 1,900 1,900 

小  計 856,198 856,198 

間接経費（一般管理費）    143,802 

   

 143,802 

 

合   計 1,000,000 1,000,000 

 


